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大
規
模
災
害
へ
の
備
え

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社
と
協
定
締
結

と
な
る
日
用
品
や
食
品
、
ト
イ

レ
な
ど
の
物
資
を
提
供
可
能
な

範
囲
で
優
先
的
に
供
給
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
島
内
で
店
舗
を
展
開
す
る
同

社
と
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時

に
物
資
の
提
供
を
い
た
だ
く
こ

と
で
、
市
民
生
活
の
早
期
安
定

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
12
月
19
日
、
南
あ
わ
じ
市

役
所
で
コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会

社
と
淡
路
島
３
市
合
同
に
よ
る

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
コ
ー
ナ
ン
商
事
株

式
会
社
の
疋
田
直
太
郎
代
表
取

締
役
社
長
と
３
市
の
市
長
が
協

定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
災
害
時
に
必
要

　
12
月
13
日
、
同
大
学
で
完
成

版
防
災
す
ご
ろ
く
の
贈
呈
式
が

あ
り
、
市
か
ら
同
大
学
教
育
学

部
の
学
生
５
人
に
感
謝
状
を
授

与
し
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
「
災
害
時
に
必

要
な
知
識
を
楽
し
く
学
べ
る
の

で
、
地
域
の
防
災
教
育
に
ど
ん

ど
ん
活
用
さ
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
防
災
す
ご
ろ
く
」
は
鳴
門

教
育
大
学
の
卒
業
生
が
原
案
を

作
成
し
、
南
あ
わ
じ
市
教
育
委

員
会
と
同
校
の
学
生
が
連
携
し

て
制
作
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

協
力
し
な
が
ら
学
べ
る
防
災
す

ご
ろ
く
は
、
令
和
5
年
実
施
の

ユ
ー
ス
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
市
内
小
中
学
校

に
お
け
る
防
災
教
育
で
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

「
防
災
す
ご
ろ
く
」
を
制
作

鳴
門
教
育
大
学
の
学
生
に
感
謝
状

防災すごろくを制作した鳴門教育大学の学生協定を締結した疋田代表取締役社長と守本市長

　12月18日（水）、志知キャンパスでは農学部学友
会主催のクリスマスパーティーが盛大に開催されました。
　このイベントでは、ゲームや楽曲名を当てるイントロ
クイズ大会などが行われ、参加した学生たちは提供さ
れたお菓子や飲み物を堪能しながら楽しいひとときを
過ごしました。特に注目を集めたのは、参加者全員対
象の椅子取りゲームです。景品をかけた白熱したバト
ルが繰り広げられ、会場は大いに盛り上がりました。
　一緒に楽しんだ仲間たちとの絆を深め、心温まるク

学友会主催クリスマスパーティを実施

リスマスのひとときを過ごした今回のパーティー。学生
たちにとって、冬ならではの素晴らしい思い出となりま
した。
　南あわじ志知キャンパスでは、クリスマスの時期に
毎年エントランスにクリスマスツリーを設置しておりま
す。大学にお立ち寄りの際には、ぜひ地域の皆さまに
もクリスマスの雰囲気を楽しんでいただけたらと思いま
す。今後も、市民の皆さまにも楽しんでいただけるよう
なイベントを実施していきたいと考えております。引き
続き、あたたかく見守っていただけますと幸いです。
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倭
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は
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伊
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池
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淡
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ァ
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（
市
）
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産
加
工
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（
の
り
）
の
部
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北
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（
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淡
漁
協
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第
46
回
全
淡
た
め
池
コ
ン
ク
ー
ル
　

　
優
秀
賞
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幡
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田
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理
奨
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賞
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主
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（敬称略）
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※
南
あ
わ
じ
市
関
係
分
の
み
掲
載

果
樹
温
州
み
か
ん
の
部

　
金
賞
（
議
長
賞
）

　
　
　
　
中
田
　
八
代
美
（
倭
文
）

中
晩
生
か
ん
き
つ
の
部
（
紅
八
朔
）

　
金
賞
（
知
事
賞
）

　
　
　
　
増
井
　
さ
か
ゑ
（
灘
）

中
晩
生
か
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（
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か
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部
（
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花
き
立
毛
の
部
（
き
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）

　
金
賞
（
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長
賞
）

　
　
　
　
福
田
　
昌
宏
（
灘
）

　
銅
賞
　
林
　
則
幸
（
灘
）

　
◆
兵
庫
県
自
治
賞

　
　
北
濵
　
紀
義
（
湊
）

◆
農
林
水
産
功
労
賞
（
第
62
回
）

　
　
南
　
義
晴
（
賀
集
）

　
　
眞
野
　
文
夫
（
八
木
）

　
　
秦
　
英
喜
（
榎
列
）

  

兵
庫
県
表
彰

クリスマス会を楽しむ学生ら エントランスのクリスマスツリー
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第
２
回
勉
強
会
を
開
催

二瓶氏の講演を聴く参加者ら

ワークショップで意見を交わす参加者ら

　
市
で
は
、「
子
育
て
の
喜
び
が

見
え
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

市
内
の
企
業
や
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
す
る
「
子
育
て
応
援
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
１

月
10
日
、
榎
列
公
民
館
に
て
令

和
６
年
度
第
２
回
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
勉
強
会
で
は
、
講
師

に
迎
え
た
株
式
会
社
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
二
瓶
美
紀
子

氏
が
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

実
現
に
向
け
た
進
め
方
」を
テ
ー

マ
に
講
演
。
参
加
事
業
者
は
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
び
、
実
践
に
向
け

た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
主
体
の
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
で
は
、
今
後
自
分
の

職
場
で
実
際
に
取
り
組
み
た
い

こ
と
を
共
有
。
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
連
携
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
と
事
業
者
が
協
力

し
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。




